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大型角形対向ディジタルガンマカメラの臨床応用

一
第1報　装置の特徴と基本性能一
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1．はじめに

　核医学において生体のイメージングに用いられ

るガンマカメラは検出器がしだいに大型化し，コ

ンピユータにより制御されるようになり，画像情

報はディジタル化され，性能も機能も向上してき

ている．われわれは大型角形検出器を2台有し，

ディジタル画像の同時対向撮影やECTの可能な

ユニバーサル・ディジタル・ガンマカメラシステ

ムを導入し，昭和58年4月より臨床に応用してい

る．今回，このシステムの特徴・基本性能にっい

て報告する．

II．装　　置

ガンマカメラは検出器として有効視野35cm×
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50cmの大型角形のもの（東芝製GCA　90A）を2

台対向させてガントリーに装備している（Fig．1）．

2つの検出器おのおのに専用のエネルギーと直線

性の補正機構を有している．収集した画像データ

はディジタル化され8MBのイメージメモリに記

憶される．この画像データを用いてコンピユータ

により種々の画像処理が可能となっている（Fig．

2）．

III．基本性能

　1）均一性

　2台の検出器おのおのに均一性を自動的に補正

する機能があり，均一性はともに圭5％以下に保

たれている（Fig．3a）．

　2）直線性

　3cmピッチの格子状フアントームを用いて測

定した直線性は両検出器ともに士1％以下であっ

た（Fig．3b）．

　3）分解能

Key　words　l　Digital　gamma　camera，　Twin　opposed

large　rectangular　detectors，　Imaging　performance．
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Table　l　Performance　measurements

　　　　standards
with　NEMA

NEMA　standards

camera＃

1　　　　2

Fig．1　The　digital　gamma　camera　with　twin　opposed

　　　large　rectangular　detectors．
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Fig．2　The　block　diagram　of　the　digital　gamma　camera

　　　system・

　バーファントームを用いて分解を測定した結果，

両検出器ともに2．2mmが分解可能であった（Fig．

3c，　d）．

　4）NEMA　standards1）による性能測定

　NEMA規格にしたがって測定した2台の検出

器の性能をTable　1に示す．

IV．臨床応用における特徴

1）検出器の大型角形化

　採用した有効視野35cm×50　cmの大型角形検

出器は，肺・肝などの撮像をする場合に円形検出

器よりも有利であり，さらに視野が広いため

1passで全身スキヤン画像を得ることができる．

またECTの場合，この大型角形検出器の有効範

囲はスライス方向に，35cm，回転方向に50　cm

であり，実際には直径50cm長さ35　cmの円筒

形の範囲が有効となる（Fig．4）．したがって人体

で幅の広い肩の部でのECTも画像情報収集に欠

落なく撮像が可能である（Fig．5）．

　2）画像データのディジタル化

　画像データをディジタル化することにより，コ

ンピュータを用いて種々の画像処理が可能となる

と同時に，患者情報の検索・分析・統計処理も可

能となる．さらにX線・超音波などの他の手段に
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Fig．4　Effective　volume　of　the　data　acquisiton　on　ECT．

　　　50cm（diameter）×35　cm（1ength）

よる画像との総合診断が可能となる．

　3）対向する2台の検出器による画像データの

同時収集

　2台の検出器を用いた対向画像データ同時収集

により全身スキャンの場合には前後像の同時撮像

が可能であり，ECTの場合には各検出器が180°

回転すれば必要な情報が得られ，いずれの場合も

データ収集の時間は半減する．また2検出器で収

集される対向画像データは収集時間が一致し，両

画像におけるRNの位置の対象も容易である．
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Fig．5　ECT　of　the　bone　at　the　level　of　the　shoulder．
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v．考　　案

　ガンマカメラは大視野の検出器を持つものがし

だいに主流となってきている．その上，ガンマカ

メラの性能も向上し2・3），さらにコンピュータが

組み合わされ，画像データもディジタル化され，

種々の画像計算処理のできるシステムが設計され

核医学における応用分野を大きく拡大してきた4）．

コンピュータを用いて画像処理のできるガンマカ

メラのシステム化により，今後核医学検査に単な

る静的画像診断に留まらず機能診断の方向にます

ます発展するものと思われる．

　検出器が大型角形で対向型であることによる全

身スキャンでの有効性についてはすでに論じたが，

撮像の対象が比較的小臓器の場合，検出器が大型

のため近接できずに効率が悪くなることも考えら

れる．しかし拡大収集が可能となり分解能を改善

できる可能性もあり，心筋シンチにおける拡大収

集の意義について現在検討中である．また心筋の

ECTの場合，画像データ収集が180°で良い場合

は対向型の必要はない．われわれはユニバーサル

タイプとして使用することを考えて大型角形対向

型を選択したが，検出器の大きさ個数については

コストの面も含めて，使用目的に応じた選択が必

要と考えられる．

　基本性能の測定にはNENA規格も用いたが，

この規格では測定野が円形に限定されるため長方

形の検出器を有する今回のシステムにはややそぐ

わない面もあるが，他装置との比較という点では，

測定における統一規格は必要なものと思われる．

　Kuh1ら5・6）によって開発された核医学における

断層像取得法は，近年検出器回転方式が主流とな

り，体内各臓器の核医学検査の際に有用であると

の報告が多い7－12）．検出器を2台用いれば，ECT

の際の画像データ収集時間を短縮させることがで

きる．

　ディジタル画像データの処理による臨床的有用

性については次報以下で述べるつもりであるが，

2台の検出器を用いて同時収集された対向画像

データより体内の深さ情報を計算できることが確

認され13），さらに対向画像データから臓器の有効

容積の算出も試みられている14）．われわれは骨シ

Presented by Medical*Online



大型角形対向ディジタルガンマカメラの臨床応用 983

ンチグラフィの際，腰椎のRN集積異常の判定を

行う場合，対向画像データより腰椎の深さを計算

し，その深さにより補正を加える方法を検討中で

ある．また2台の検出器によって体内のRNの位

置が正確に測定されれば，経時的にRNの動向を

追跡して，その代謝を知ることも可能と考えられ

る．

VI．結　　論

　大型角形検出器を2台有するユニバーサル・デ

ィジタル・ガンマカメラシステムの臨床応用をし

た．大型角形検出器は従来の円形検出器より人体

臓器の撮像に有利で，さらにその検出器を2台有

することにより，全身スキャンおよびECTの際

に画像取得が短時間で可能となった．ディジタル

画像データの処理により，今後さらに有用な臨床

情報が得られる可能性がある．

　本論文の要旨は第23回日本核医学会総会において発

表した．
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